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日 程 ３． 総務常任委員長報告について 

日 程 ４． 各常任委員会の閉会中の継続審査について 
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（午前９時３０分 開議） 

○議長（坂口徹君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は１３名で、全員出席であります。 

これより本会議を再開し、ただちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、開会初日に決定したとおりであります。 

これに従い、議事を進めてまいります。 

まず、日程１．建設水道常任委員長報告についてを議題とし、建設水道常任委員長

の審査結果報告を求めます。 

８番、井上委員長。 

○建設水道常任委員長（井上卓也君） 改めまして、おはようございます。 

それでは、１２月７日に開催しました、建設水道常任委員会の審査の概要について

報告いたします。本会議より付託を受けました３議案について、すべて満場一致で可

決すべきものと決しましたことを、最初に報告します。 

 まず、１．付託議案、（１）議案第４９号 斑鳩町町営住宅条例の一部を改正する

条例について、理事者より説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、法改正

に伴う用語変更で内容に変更はないのか、との質疑があり、理事者より、内容に変更

はない、と答弁されました。次に、議案第５４号 令和２年度斑鳩町水道事業会計補

正予算（第３号）について、と、議案第５５号 令和２年度斑鳩町下水道事業会計補

正予算（第１号）については、それぞれ人事異動と人事院勧告に伴う予算補正である

との説明を受け、委員より質問はありませんでした。 

 以上で、本会議から付託を受けた議案の審査を終わりました。 

次に、継続審査である、都市基盤整備事業に関することについて、について、いか

るがパークウェイの五百井・興留区間の用地取得や発掘調査の進捗状況について、資

料により説明を受けました。また、１１月１７日と１８日に法隆寺線と服部道の交差

点の東側の断面交通量調査を行い、極端な台数の増加は見られなかったと報告を受け

ました。委員より、五百井・興留区間の工事の開始時期について、服部道の安全対策

についてなど質疑があり、理事者より一定の答弁がされております。 

継続審査については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わりました。 

  次に、各課報告事項についてを議題とし、８点の報告を受けました。１点目として、

議案第５０号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第１２号）について説明を受け

ました。内容は、斑鳩町水道料金相当額補助金交付に係る増額補正及び当委員会所管
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に係る人事異動と人事院勧告に伴う予算補正であり、委員から質疑はありませんでし

た。２点目として、斑鳩町組織機構改革について、当委員会所管に係る機構改革の内

容について説明を受けました。委員から質疑はありませんでした。３点目は、大和川

遊水地整備事業について、資料に基づき説明を受けました。その内容は、目安自治会

の役員に９月の当委員会で説明した内容で協議を行い、その結果により、１２月６日

に法隆寺第３団地自治会の役員等を対象に説明会を行い、参加住民から出されたご意

見等について報告がありました。委員より、遊水地と内水対策について、遊水地内の

擁壁の高さについて、遊水地の平常時の使い方について等、質疑があり、理事者より

一定の答弁がされております。４点目に、斑鳩町都市計画マスタープランの改定につ

いて、１２月２１日から１月１９日までの期間でパブリックコメントを実施する旨、

報告がありました。委員から質疑等はありませんでした。５点目に、法隆寺駅南北自

由通路の占用許可について、斑鳩町観光協会により、自由通路に金堂の壁画の画像に

ついて、法隆寺から特別に使用許可をいただき、フィルムに印刷をした上で、これを

貼り付けられることについて占用申請があり、これを許可したとの報告がありました。

委員より、ふだんから斑鳩町らしいイメージを町として考えていくべきとの意見が出

され、理事者より一定の答弁がされております。 

６点目に、公営企業の経営戦略について、総務省から、公営企業が将来にわたって

安定的に事業を継続していくための、中長期的な基本計画として、経営戦略を策定す

ることが求められており、水道事業と下水道事業について経営戦略の案を策定したと

報告がありました。まず、水道事業の経営戦略については、給水人口の減少に加え、

施設の更新や維持管理に要する経費が増加してくることも踏まえて、自己水を県営水

道に切り替えることで、安定した水源を確保し、維持管理経費の負担を軽減し、更新

経費を削減し、効率的な経営を図っていきたいと考えているとのことです。また、下

水道事業の経営戦略については、持続可能な事業運営のため、事業を精査して整備計

画を見直し、企業債の残高を減らしながら計画的で効率的な事業を進めていくとのこ

とです。いずれの戦略案についても、当委員会での報告後、令和３年３月には町のホ

ームページで公表するとの報告でした。委員から、県営水道の方向であるのか、収支

計画において県水転換により動力費がどの程度減少するのか記載すべき、料金だけで

なく負担金の推計も示してほしい、下水道会計は、将来どの時点で黒字になるのか見

通しをもって目標に進めていくべき、など、質疑・意見が出され、理事者から一定の

答弁がされております。 
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７点目として、県営水道の受水等について、令和元年度決算審査特別委員会のなか

で建設水道常任委員会に説明と資料提出を求められた事項について報告がありました。

１つ目として、災害時における非常用電源という対応は可能かどうかについてです。

非常用電源設備の費用は、規模や利用目的等の電気容量が異なるが、斑鳩町役場で設

置された設備の金額を参考に、三井浄水場系統では約９，２００万円、第一浄水場系

統では約１億３，８００万円が必要と試算されており、非常用電源設備を配置するに

は、設置費用及び維持管理費用が必要となり、経営に負担を及ぼすものとなると報告

されました。２つ目として、三井浄水場と第一浄水場の２か所の浄水場を、どちらか

ひとつでも残すというシミュレーションを行い、検討すべきとの質問についてです。

三井浄水場または第一浄水場のいずれかを存続させた場合、県営水道に転換する場合

に比べると、収益的収支が令和２３年度から急激に悪化し、中長期では県営水道に転

換するほうが収支減が最小であるとのことです。また、資本的収支の比較においても、

浄水場を残す場合は、更新費用が伴うため浄水場施設を持たない場合と比べて収支の

マイナスは大きくなり、県営水道へ転換する場合の投資経費の負担が一番少なくなる

と説明されました。最後に、浄水場施設の更新や、非常用電源設備などへの投資を行

うことは、企業債の借り入れが増加し、その償還等により後年度で負担増となること、

収入では、水道料金の収入は人口減少や節水器具などの普及により減少し、経営状況

はさらに厳しくなること等から、更新費用が伴う町の浄水施設を廃止し、経営の効率

化を図り、現行の水道料金単価を維持できるよう、令和３年度から県営水道への一括

した受水を進めていきたいとの報告でした。委員から質疑・意見はありませんでした。 

８点目として、水道事業の県域一体化について、１１月２６日に開催された、第２

回水道サミットの資料にもとづき、報告されました。水道事業の県域一体化に参加し

た場合、各市町村の役割の考え方について、企業団議会や運営協議会の設置、職員の

派遣などによる確保が必要であるとのことです。また覚書の概要について、企業団を

令和６年度までに設立し、また、事業開始を令和７年度までに事業を開始すること、

水道施設の更新整備は、関係団体の更新実績を保証し、又は関係団体の整備計画を尊

重する、とのことです。また、覚書と基本方針の関係について、覚書は、水道事業等

の統合に向けて、現時点での合意すべき事項をとりまとめたものであり、基本方針は

県域一体化の検討の基本的事項をまとめたもので、今後の検討の方向性を示している

ものであるとのことです。今後の予定としては、覚書を来年１月中には締結し、令和

３年から６年の間に、基本協定を締結するまでに、任意の協議会を設立し、企業団の
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運営方針のとりまとめ、協定締結後は、法定協議会を設置し、企業団の設立準備を進

めるとのことです。こうした奈良県からの説明について、大和郡山市を除き、他の市

町村からは県域一体化に向けて進んでいくことについて、特段の反対の意見はなかっ

たとのことです。 

最後に、当町としても、単独で事業を維持する場合、今後、更新経費などの大きな

負担が経営を圧迫することを考慮すると、県域での一体化に進むことで、スケールメ

リットによる負担の軽減や、水道サービスの向上や平準化が図られることから、覚書

を締結していきたいとの報告がありました。委員より、覚書を交わすと後戻りできな

いのか、基本協定を結ぶのはいつごろになるのか、斑鳩町や他市町村の財政シミュレ

ーションの資料を示されたい、など、質疑・意見があり、理事者から一定の答弁がさ

れております。以上で、各課報告事項については終わりました。 

 次に、その他について、各委員より質疑、意見をお受けしたところ、委員より、法

隆寺線の交差点の信号が供用されて以降、２５号線、特に西向きが渋滞するので信号

の調整等が必要、との意見があり、理事者から一定の答弁がされています。 

最後に、継続審査の取り扱いを確認し、建設水道常任委員会を閉会しました。 

 以上が、当委員会の審査の概要です。詳細につきましては会議録に整理いたします

ので、ごらんいただきますようお願いしまして、報告とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（坂口徹君） 次に、日程２．厚生常任委員長報告についてを議題とし、厚生常

任委員長の審査結果報告を求めます。 

１１番、濱委員長。 

○厚生常任委員長（濱眞理子君） それでは、１２月８日全委員出席のもと、委員会を

開催しましたので、その概要をご報告します。 

本会議から付託を受けた５議案については、すべて、満場一致で可決すべきものと

決しました。 

まず、議案第４７号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてで

ございます。平成３０年度の地方税制の改正により、給与所得控除・公的年金控除が

１０万円引き下げ、基礎控除が１０万円引き上げられることから、所要の改正を行い、

住民への影響を生じないよう国保税の算定方式を見直すものです。委員からは改正時

期が今議会になった経緯についての質疑がなされ、理事者から一定の回答がなされま

した。 
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次に、議案第４８号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例につい

てです。令和３年４月１日より適用される国の示す保育料の８０％を町の保育料とす

る改正で、階層区分が第８階層の方の３歳未満児保育料が増額となります。委員から

影響の出る方の有無、影響額の質疑がなされました。理事者から今年度は３名ですが

来年度４月からの施行時には３歳児となり、保育料が無料になるため影響はないと、

また、該当者があれば、ひとりあたり年間１万８００円の増額になるとの回答があり

ました。 

次に、議案第５１号 令和２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）についてであります。人事院勧告及び人事異動等に伴う人件費所要額の補正と新

型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民健康保険税の減免等に関するもので、歳入

歳出それぞれ７２５万円を増額し、歳入歳出それぞれ３１億７，２９６万３千円とす

るものです。委員からの質疑はありませんでした。 

次に、議案第５２号 令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

についてであります。新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した等によ

る介護保険の第一号保険料の減免費用、介護報酬改定に伴うシステム改修費用、人件

費の補正に伴う予算補正です。保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それ

ぞれ７０８万円を追加し、歳入歳出それぞれ２６億５，３５４万４千円とするもので

す。委員からは居宅介護支援事業所である地域包括支援センターに対し慰労金４５万

円が給付されることに関しての質疑があり、理事者から一定の回答がなされました。 

次に、議案第５３号 令和２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）についてであります。税制改正に伴う後期高齢者医療システムの改修に関するも

ので、歳入歳出それぞれ３６万３千円を増額し、一般会計繰入金２９万１千円、国庫

補助金７万２千円、歳入歳出それぞれ４億８，９９８万６千円とするものです。委員

からの質疑はありませんでした。 

次に、継続審査であります。環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関すること

について、奈良県北部地域におけるごみ処理広域化に関する５市町合同勉強会につい

て、県と相談し、斑鳩町として多くの選択肢を持つべきとの考えから、自区内処理に

向けた選択肢のひとつとして、勉強会に参加することとした。このことについて、奈

良市に対して、当町はあらゆる可能性のひとつとして、また並行して他の可能性も探

っていくこと、更に、勉強会に継続参加していくことが広域化の枠組みへの最終決定

ではない旨を伝え、奈良市に理解いただいた。このことから、今後、奈良市、大和郡
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山市、斑鳩町の２市１町での勉強会を進めていくこととなった、との報告がありまし

た。委員からの質疑はありませんでした。 

次に、各課報告事項です。議案第５０号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第

１２号）について、当委員会所管項目の報告がありました。障害者の補装具交付費、

子ども家庭総合支援拠点の開設準備費用等、ＰＣＲ検査実施体制の費用等の報告があ

りました。委員からは、障害福祉費での増額補正の額やその理由について、伊賀市へ

の負担金の増額についての質疑がなされ、理事者から一定の回答がなされました。 

次に、斑鳩町組織機構改革についてであります。令和３年４月１日に予定の組織機

構改革について当委員会所管項目の報告がありました。福祉子ども課と長寿福祉課を

統合し、福祉課とし、子育て支援課を新設しますとの報告です。また、自転車等駐車

場関連、放置自転車関連等を総務部所掌とする報告がなされました。委員からは、新

設の子育て支援課が生き生きプラザ内に設置されることについての質疑がなされ、理

事者から一定の回答がなされました。 

次に、生駒郡地域外来検査センターの開設についてであります。生駒郡４町で運営

する地域外来検査センターを開設することとなり、実施期間は令和３年１月６日から

３月３１日までとの報告です。委員から、ＰＣＲ検査の受け方やインフルエンザ検査

との関連、生駒郡４町と西和７町の受診調整、地域外来検査センターの未公表につい

ての質疑がなされ、理事者から一定の回答がなされました。 

次に、国民健康保険税の適正な税率等についてであります。県より各市町村の令和

３年度の国民健康保険事業費納付金の仮算定額が示されました。それを受けて１２月

２４日に運営協議会を開催し、次年度以降の国民健康保険税のあり方についての協議

予定であり、来年１月下旬に本算定額が提示されれば、その提示を受けた後に、再度

運営協議会を開催する予定との報告です。委員からの質疑はありませんでした。 

次に、スマートフォンアプリを利用した町税収納サービスの導入についてでありま

す。コンビニ収納を行っている①個人住民税の普通徴収、②固定資産税、③軽自動車

税の種別割、④国民健康保険税の４つの徴税をスマートフォンアプリを利用して、令

和３年４月１日より行うことができるようにするものとの報告がなされました。委員

からは、利用できるアプリは３社限定なのか、また、データの漏洩についての質疑が

なされ、理事者から一定の回答がなされました。 

  以上が、厚生常任委員会の概要であります。詳細につきましては、議事録に記載い

たしますので、ごらんいただきますようお願いいたしまして報告をおわります。 
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ご清聴ありがとうございました。 

○議長（坂口徹君） 次に、日程３．総務常任委員長報告についてを議題とし、総務常

任委員長の審査結果報告を求めます。 

１２番、木澤委員長。 

○総務常任委員長（木澤正男君） それでは、１２月９日に開催しました、総務常任委

員会の審査の概要について報告いたします。 

  まず、本会議より付託を受けました６議案についてですが、すべて満場一致で可決

すべきものと決しましたことを最初に報告いたします。 

 まず、議案第４２号 斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例について、理事者より説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員

より、有権者からは理解されないのではないか、選挙運動にかかる経費を公費負担の

対象とすることの考え方について、意見や質疑があり、理事者より一定の答弁がなさ

れています。 

 次に、議案第４３号 斑鳩町組織機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例につ

いて、また、関連する各課報告事項の斑鳩町組織機構改革についてもあわせて理事者

より説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、税務課の所掌事務の見直しに

ついて等の質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

 次に、議案第５０号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第１２号）について、

理事者より説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、ふるさと納税について

質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

 次に、議案第５６号 王寺周辺広域市町村圏協議会の廃止について、理事者の説明

を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、余剰金の清算について、分担金につい

て質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

 次に、議案第５７号 奈良県広域消防組合規約の変更について、理事者より説明を

受け、質疑をお受けしたところ、委員より、今後の分担金の見通しについて質疑があ

り、理事者より一定の答弁がなされています。なお、私のほうからは、委員長なので

表決権はありませんが、この件については了承できないとの意見を述べさせていただ

いております。 

 次に、議案第５８号 斑鳩町総合計画基本構想の改定について、また、関連する各

課報告事項の第５次斑鳩町総合計画前期基本計画等についてもあわせて理事者より説
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明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、空き家の有効活用について、コンパ

クトなまちづくりについて質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。    

以上で、本会議から付託を受けた議案の審査を終わりました。 

  次に、継続審査である、斑鳩町における発掘調査等の文化財の調査、保存及び活用

に関することについてを議題とし、理事者の報告を求めたところ、斑鳩町文化財活用

センターの運営について、秋季特別展「聖徳太子の足跡―斑鳩宮と斑鳩寺―」につい

ては、開催期間中で２５４５名の入館者があり、昨年度と比較して６７１人、１３５．

８％の増となったとの報告がありました。 

委員より、春日古墳の現況とこれまでの経緯について、第２回の春日古墳調査検討

委員会において、当時の調査検討委員会の委員長から財政的な余裕についてたずねら

れ、必要があれば５億、６億もの費用を財政調整基金から捻出しようとしていたとと

れる回答を町がしていたことが発覚したが、当時、議会にはなんの話もされていなか

ったとの指摘とともに、今後の調査の進め方と費用に対する考え方について質疑があ

り、理事者より一定の答弁がなされています。 

継続審査については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わりました。 

  次に、各課報告事項についてですが、町より９件の報告を受けました。１点目と２

点目は、先の付託議案に関連するものとしてすでに報告を受け、終わっておりますの

で、３点目のＧＩＧＡスクール構想に伴う町立学校ＩＣＴ環境整備の進捗状況につい

て、資料に基づき理事者より報告を受けました。質疑をお受けしたところ、委員より、

パソコン付属ソフトの費用について、デジタル教科書の見通しについて、低学年児童

へのパソコンの取り扱いに対する考え方について等の質疑があり、理事者より一定の

答弁がなされています。 

 次に４点目として、スマートフォンアプリを利用した町税収納サービスの導入につ

いて、資料に基づき理事者より報告を受けました。質疑等はありませんでした。 

次に５点目として、和のあかりプロジェクトについて、資料に基づき理事者より報

告を受けました。質疑をお受けしたところ、委員より、開催期間について、コロナ対

策について、クラウドファンディングの活用と資金調達に対する考え方について、南

北自由通路に掲示するイメージ図の掲示期間について、法隆寺参道の景観について質

疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

次に６点目として、デザインマンホール蓋の設置について、資料に基づき理事者よ

り報告を受けました。質疑をお受けしたところ、委員より、設置期間について、デザ
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インに対する製作者と町との協議について質疑があり、理事者より一定の答弁がなさ

れています。 

次に７点目として、斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業の選考結果について、資

料に基づき理事者より報告を受けました。質疑等はありませんでした。 

次に８点目として、消防関係の年末・年始の行事について、今年度は新型コロナウ

イルス感染症拡大防止対策として、来賓の出席数を縮小し開催するとの報告を受けま

した。質疑等はありませんでした。 

次に９点目として、斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業の現在の状況につ

いて、１１月２６日付の奈良新聞に、株式会社呉竹荘への取材の結果として、法隆寺

パークホテルの年内開業を断念し、令和５年春の開業を目指したい旨の記事が掲載さ

れたが、呉竹荘からは事業スケジュールについて、町に正式に報告する前に先行して

新聞に掲載されたことについて町に対して謝罪があり、この件について町からも当日

の委員会で謝罪がありました。その後、町と呉竹荘との協議のなかで、今後の新型コ

ロナウイルス感染症の影響等を注視するなかで、改めて目標開業時期を令和５年の春

としたい旨の申し出が呉竹荘からあったとの報告がありました。質疑等はありません

でした。以上で、各課報告事項については終わりました。 

 次に、その他について、各委員より質疑、ご意見をお受けしたところ、委員より、

住宅リフォーム等助成制度について質疑があり、理事者より一定の答弁がなされてい

ます。以上で、その他についても終わり、最後に継続審査の取り扱いを確認し、総務

常任委員会を閉会しました。 

  以上が、当委員会の審査の概要です。詳細につきましては会議録に整理いたします

ので、ごらんいただきますようお願いいたしまして、報告とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（坂口徹君） 以上で、各委員長の報告が終わりました。 

これより、付議順序に従いまして、表決を行ってまいります。 

初めに、議案第４２号 斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例についてをお諮りします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 
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よって、議案第４２号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第４３号 斑鳩町組織機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例につ

いてをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第４３号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第４７号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを

お諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第４７号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第４８号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例につい

てをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第４８号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第４９号 斑鳩町町営住宅条例の一部を改正する条例についてをお諮り

いたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第４９号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５０号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第１２号）についてを

お諮りいたします。 
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本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５０号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５１号 令和２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）についてをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５１号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５２号 令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

についてをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５２号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５３号 令和２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）についてをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５３号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５４号 令和２年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について

をお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５４号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５５号 令和２年度斑鳩町下水道事業会計補正予算（第１号）につい

てをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５５号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５６号 王寺周辺広域市町村圏協議会の廃止についてをお諮りいたし

ます。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５６号については、満場一致で可決されました。 

次に、議案第５７号 奈良県広域消防組合規約の変更について、これより討論を行

います。 

初めに、本案を可決することに反対する議員の意見を求めます。 

１１番、濱議員。 

○１１番（濱眞理子君） それでは、議案第５７号 奈良県広域消防組合規約の変更に

ついて、反対意見を述べます。 

  消防事業は、火災・救急といったまさに人命にかかわるものであり、現在のコロナ

禍においてもその最前線で活動されています。住民は、この命に直結した消防活動に

感謝をし、信頼と期待を寄せております。奈良モデルとして２０１４年に設立された

広域消防組合は県下３７市町村１１消防本部が統合されました。今回の改正案には機

構再編成のほか、経費負担方法の刷新があがっています。負担方法と負担割合が示さ

れており、都市部の費用負担額の増額があきらかです。これまでの組合議会からの説

明では、自賄方式を見直し、共通経費化を進めても庁舎・設備の再配置等でのメリッ

トがあり、負担増にはならないとのものでした。しかし、その後、奈良市・生駒市が

参加を見合わせる状況となりました。今回の改正では緩和措置があるものの、斑鳩町
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では大幅な負担増が見込まれます。住民へ負担増を容認せずして消防力の充実は望め

ないと言わんばかりの提案ではないでしょうか。負担額を増大させないためにとるべ

き策はないのか、更に検討できないかとの質問への回答は未だにありません。町民に

対して、どんな利点があるか、町議会として町民に説明できません。斑鳩町民が納得

することができない改正を、私は議会議員として認めるべきではないと考えます。命

最優先への消防事業への国・県からの交付金の増額を求めるなど、再編成された、ど

こともが経費削減となることを目指すべきだと考えますことから、私は本議案に反対

をいたします。議員皆さまのご賛同をお願いいたしまして、反対意見といたします。 

○議長（坂口徹君） 次に、本案を可決することに賛成する議員の意見を求めます。 

９番、横田議員。 

○９番（横田敏文君） それでは、議案第５７号 奈良県広域消防組合規約の変更につ

いて、賛成の立場で意見を述べさせていただきます。 

  本規約変更につきましては、組織管理ガバナンスの整理という観点から、消防組合

の意思決定体制の明確化を図るとともに、財務ガバナンスの整理という観点から、広

域化のメリットをさらに活かした経費負担方法に刷新しようとするものであり、いず

れも、平成２６年に、奈良県広域消防組合が発足したのち、この６年余りの中で生じ

てきた運営上の課題を解決しようという趣旨であります。 

特に、経費面に関しましては、広域消防組合発足後、今日までの間においても、デ

ジタル無線の整備や救急車の一括購入などによる事業費の効率化が図られてきたとこ

ろであります。こうしたなか、現在、特別会計として旧消防本部ごとに独立しており

ます会計を統合し、共通経費化をはかることにつきましては、既に、救急や消防にお

いては、旧の活動区分を超えて出動がなされていることに加え、職員、消防署、また

車両といった消防力の適正配置を進めていくうえで必要な変更であり、この変更によ

り、組合全体からの観点に基づく効率化が図られ、全体経費の削減につながることが

期待できると考えております。 

以上のことから、議案第５７号 奈良県広域消防組合規約の変更について、賛成す

るものであります。議員皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（坂口徹君） これをもって、討論を終結いたします。 

本案については、賛否両論であります。よって、これより採決を行います。 

本案を可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（ 起立する者あり ） 
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○議長（坂口徹君） 起立多数であります。 

よって、議案第５７号については、賛成多数で可決されました。 

次に、議案第５８号 斑鳩町総合計画基本構想の改定についてをお諮りいたします。 

本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

 ○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５８号については、満場一致で可決されました。 

次に、日程４．各常任委員会の閉会中の継続審査についてを議題とします。 

各常任委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第

７５条の規定により、お手元に配布しております申出書のとおり、閉会中の継続審査

の申し出があります。 

お諮りいたします。 

各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ござい

ませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 

よって、各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定

されました。 

各常任委員会には、それぞれの事件における閉会中の審査について、よろしくお願

いをいたします。 

次に、日程５．議会運営委員会の閉会中の継続審査についてを議題といたします。

議会運営委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第

７５条の規定により、お手元に配布しております申出書のとおり、閉会中の継続審査

の申し出があります。 

お諮りいたします。 

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございません

か。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○議長（坂口徹君） 異議なしと認めます。 
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よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定されま

した。 

議会運営委員会には、閉会中の審査について、よろしくお願いをいたします。 

以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

閉会に先立ちまして、町長のあいさつをお受けいたします。 

中西町長。 

○町長（中西和夫君） 令和２年第４回町議会定例会の閉会にあたりまして、一言ごあ

いさつを申しあげます。 

本定例会では、斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例についてなど、１８議案を提出させていただきましたところ、議員皆さま

には、去る１１月３０日の開会から本日まで、終始熱心にご審議を賜り、すべて原案

どおりご可決を賜りましたこと、深く感謝申しあげますとともに、心よりお礼を申し

あげます。 

さて、冬を迎え、新型コロナウイルス感染症の感染者数が全国的に急増し、感染の

第３波が到来したと言われております。この第３波は、４月から５月にかけての第１

波、８月の第２波を大きく上回る大きな波となっており、大阪府では、重症病床使用

率が７０％を超える医療非常事態となっております。また、奈良市においても、警戒

レベルを感染急増段階のステージ３に引き上げ、無症状・軽症患者の自宅療養を検討

するなど、医療体制が逼迫する状態となっております。 

このような状況の中、住民皆さまの生命、生活を守るため、感染症対策及び生活支

援への取り組みを緩めることなく、着実に実施してまいる所存でございますので、引

き続き、ご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

今年も残すところあと２週間あまりとなりましたが、寒さが一段と厳しさを増す時

期でありますが、議員皆さま方におかれましては、くれぐれもお体をご自愛の上、よ

いお年をお迎えくださいますようお祈り申しあげまして、簡単ではございますけども、

閉会にあたりましてのごあいさつとさせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

○議長（坂口徹君） これをもって、令和２年第４回斑鳩町議会定例会を閉会いたしま

す。 

どうもお疲れさまでした。 

（午前１０時１７分 閉会） 


